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《 Man on the edge 》 

我々、アセアン・フィナンシャル・ホールディングスは「Man on the edge」というタイ

トルで、日本経済を下支えする人材の、海外からの調達戦略に関係する情報の発信を行って

まいります。 

我々は「Man on the edge」を「ぎりぎりの状況下で頑張る人」という意味で考えており

ます。我々が向き合う人たちは、住み慣れた土地、家族、友人から離れたぎりぎりの状況の

もとで、それぞれの目的のために歯を食いしばって頑張ろうとしている人々だということ

を決して忘れてはならないという想いで情報を発信してまいります。 

ぎりぎりの状況下で頑張っているのは、極端な円安による輸入物価の上昇で苦しむ住宅、

食品、小売などの国内産業も同じです。超高齢化社会が進み、人口の減少によって需要が縮

小するため、コストの増加を販売価格へ転嫁することは、政府や日銀が口で言うほど簡単な

ことではありません。 

我々は 2 つの「Man on the edge」の間に立って、それぞれの目的の最大限の達成をお手

伝いしてまいります。国内産業の成長持続、技能実習生と送り出し国の富の最大化、できれ

ばアジアと日本の間の新しいエコシステム構築までを、「技能実習制度」の本旨に沿って進

めていきたいと考えております。 

 

《国外からの送金の重要度》 

日本でも高度成長期に東京や大

阪などの大都市に向けて農村部か

ら多くの人々が移動しました。そ

の収入が農村部の人々の追加的な

収入となり、それぞれの地域の発

展を支えました。今、アジアの国々

でも、海外へ労働力を輸出し、そ

の送金が収入の大きなウェートを

占める国が多くあります。図表 1

にみられるようにネパールは

GDP の 23.8％に相当する海外送

金を受け取っています。単純な比

較は適当ではないですが、日本の

GDP の産業別構成比における製

造業全体のウェートが 3 割弱です

ので、海外労働による収入はそれに匹敵する重要な「稼ぎ頭」ということになります。経済

成長が順調に進むベトナムでもその比率は 4.9％と高く、依然として重要な産業に匹敵する

外貨獲得手段であることに違いありません。 

23.8

9.3 9.0

6.2

4.9
4.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

ネパール フィリピン パキスタン ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｯｼｭ ベトナム カンボジア

図表1 海外送金のGDPに占める割合(2021年）

出所 世界銀行の統計をもとに当社作成
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《日本は彼らの助けが必要》 

日本は人口減少が加速し始め、高齢化社会がますます進展し、現在の GDP 水準を維持す

るにしても労働力が不足する見通しです。そのために、若年人口が豊富なアジア諸国の労働

力の供給が不可欠です。価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）の試算によると、外

国人労働需要は 2030 年に 419 万人(2021 年の 2.4 倍)、2040 年には 674 万人（同 3.9 倍）

に達する見通しだそうです。 

一方、豊富なアジア諸国の労働力の供給を簡単に需要不足に充当できるような状況でも

なさそうです。同じく少子高齢化や生産年齢人口の減少に直面しつつある中国、韓国、台湾

との競争が厳しくなってくる可能性があるためです。日本の所得水準がそれらの国に比べ

て伸び悩んでいることもマイナス材料になると思われます。 

厳しい競争下で、日本のニーズとアジア諸国のニーズをマッチングさせることはますま

す困難になると思われます。しかし、現在労働力を供給している国々も、いずれ近い将来に

国内で競争力のある産業を構築したいニーズがあるはずです。そして日本はそれをサポー

トする能力があります。彼らも日本が必要であることを信じ、有機的な関係構築に挑戦して

まいりたいと考えております。 

 

 

★★★CM です★★★ 

 

《我々アセアン･フィナンシャル･ホールディングスのお役に立てること》 

我々は以上のような使命感のもとに、協同組合「善美」（https://www.zenbicoop.com）を

通して、既に 10 以上の国々（インド、バングラディッシュ、スリランカ、ネパール、ミヤ

ンマー、インドネシア、カンボジア、ラオス、ベトナム、モンゴルなど）で、22 の送り出

し機関と提携し、人材供給の多様化への対応をお手伝いしております。近い将来に必要とな

る対応を、我々と共にステップ・バイ・ステップ、ゆっくり、じっくりと進められることを

ご検討いただければ幸いです。 

なお、我々アセアン･フィナンシャル･ホールディングスとお付き合いいただいた方々に

は「運気が上がる」と噂されております。お取引頂いている多くのお客様のピンチをチャン

スに変え、「好運」をもたらしたいという願いが叶ったからこその賜物と考えております。

そして我々は「好運」は単なる運気ではなく、きめ細かな「準備」によってもたらされると

確信しております。 

http://aseanfh.com/

